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            The Border of Pyloric and Fundic Gland Areas and Gastric Erosion

      Akira AKAGAMI, Kyoko TSUTSUMI, Gyoko GOCHO, Shinichiro WATANABE,

               Michio TANAKA, Shigeru SUZUKI and Kimie KUROKAWA
                   Institute of Gastroenterology, Tokyo Women's Medical College

                                  Yasuhiro TAKASE

                                   Tukuba University

                                Tadayoshi TAKEMOTO

                                  Yamaguchi University

    It has been said that the gastric erosion is one of the m6st important lesion which is closely related

to the pathogenesis of chronic gastritis. This report is to study the relationship between the gastric erosion

and the intestinal metaplasia and or the border of fundic and pyloric gland. The characteristic endo-

scopic findings of the lesion are spotty bluish discoloration and slightly depressed mucosa fi'om the sur-

rounding mucosa. This erosion is frequently observed in the mild atrophic gastritis and distributs mostly

in the fundic gland area. The biopsy specimen taken from the erosion is studied histopathologically.

The histological findings are atrophy of the g!and and regenerated epithelia with the intestinal metaplasia.

The frequency of the metaplastic changes is 22 of 106 casos; that is 20.7%i Intestinal metaplasia is

likely to cover the surface of the depressed part as the regenerative process of the erosion. The existance

of intestinal metaplasia can be detected by the methylene blue dying method. These bluish spotts are

thought to be a residua mucosal after healing of the gastric erosion. The relation between the transition

of atrophic mucosal border and the distribution of intestinal metaplasia is shown. Intestinal metaplasia

appeared to be higher in frequency in case of the extensive distribution of mucosal atrophy in case of the

less distribution ofthe mucosal atrophy than Iocated in the lower part ofstomach. However, the intestinal

metaplasia on the healed gastric erosion is mainly observed in the nearly normal or mild atrophic mucosa.

For clearing of pathogenesis of chronic gastritis, it is necessary to have further investigation for the relation

between the intestinal metaplasia and the gastric erosion,

                                       - 305 -
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        1 はじめに

 慢性胃炎は日常の臨床において，最もしばしば

遭遇する胃疾患の1つであるが，その成因，病

理，診断，治療などについて，まだあまりにも多

くの問題が残されている．この慢性胃炎の病態の

解明に関する研究の歴史は古く，今日まで数多く

の貴重な業績がある．とくに胃底腺と幽門腺との

腺境界および腸上皮化生については胃粘膜の萎縮

性変化を論ずる場合，そのいずれも最：も重要な視

点の1つとされており，従来より切除胃あるいは

剖検胃を用いて多くの病理組織学的研究が，報告

されてきた1）働10）．一方，内視鏡分野においては，

内視鏡検査法の進歩により，内視鏡的萎縮境界の

観察や，特異型腸上皮化生の診断が可能となって

以来，これらの問題が次第に巾心的課題として

とりあげられるようになってきた11）～16）．さらに

congo－red， methylene blueなどの種々の色素剤を

併用する内視鏡的色素法の導入によって，腺境界

や腸上皮化生に関して，より詳細な検討を加える

ことが可能になった．このような胃粘膜の慢性炎

症の原因因子として，最も密接な結ぶつきをもっ

て論じられている胃病変が胃びらんであることは

いうまでもない．多種多様な変化をしめす胃びら

んの形態などについて幾多の興味深い問題はある

が，われわれは胃びらんと腺境界および腸上皮化

生との関係を検討することが，慢性胃炎の病態を

解明するうえで，最も注目すべき重要問題である

と考えている．このような問題意識にたって，主

題について主として内視鏡的な立場から若干検討

を試みたので報告する．

 H 腺境界および内視鏡的萎縮境界の意義

 a．腺境界

 胃固有粘膜は，幽門腺粘膜，胃底腺粘膜，噴門

腺粘膜の3種より構成されている，これらの粘膜

の接する境界，とくに幽門腺粘膜と胃底腺粘膜の

境界部は，腺境界，移行帯，中間帯，胃底腺一幽

門腺境界部などとよぼれている1）2）3）．腺境界の定

義については研究者により多少ことなるが，1870

年，Ebsteinは， HauptdrUsenとPylorusdrUsen

が移行している部位と定義している21）．一般にご

の部位は組織学的には，幽門腺粘膜，胃底腺粘

膜，腸上皮化生粘膜および腺窩上皮などが混在

し，種々の程度の炎症性変化が重なっている所見

をしめす．最近このような腺境界は，内視鏡的萎

縮境界（EndoscQpic atrophic border）として観察；

できることが明らかになった．そしてこの領域を

境にして胃粘膜は，形態的にもまた機能的にも異

なる性状をもつわけであるから，萎縮境界は種々

の胃疾患の病態を検討する際につねに念頭におか

なけれぽならないポイントの1つになっている．

たとえば，この腺境界は臨床的には，胃潰瘍や胃

びらんの好発部位として古くから重要視されてい

る8）21）22）．また慢性胃炎とくに萎縮性胃炎では，

幽門腺粘膜ないし境界部から胃底腺粘膜にむかっ

て炎症性変化が進行し，腺境界が口紅に移動する

といわれている．さらに胃癌については，中村

ら28）24）は胃底腺粘膜から発生した癌は未分化癌で

linitis plastica状態に進展する可能性が強く，幽

門前庭部に発生した腸上皮化生と密接な関係をも

つ分化型癌と対照的であるとのべ，粘膜の性状に

よって胃癌組織発生の臨床像がことなることを報

告している．このように腺境界の部位は各種胃疾

患と密接な因果関係をもつ領域といえよう．

 病理組織学的研究によると，大島は21），境界部

の炎症性変化の程度を十二指腸潰瘍，胃潰瘍，慢

性胃炎について検討し，この順に炎症性変化が高

度になり，部位別では小弩がもっとも高度であ

り，前後壁，大谷の順に軽度になると報告してい

る．また阿部は1），胃底腺末端より幽門腺側約2

cm幅の部を移行部と呼称し，慢性胃炎の程度を

田部，移行部，体部にわけて検索し，移行部にお

いて腺萎縮，腸上皮化生，リンパ濾胞の形成など

の胃改築像を最も高度にみとめたと報告してい

る．

 b．内視鏡的萎縮境界

 従来，腺境界部における上述のような粘膜の性

状の特徴は，病理組織学的にしか把握できなかっ

た．竹本，木村ら1D殉14）が通常の内視鏡検査によ

って胃粘膜の萎縮性変化をみとめる部位と認め

ない部位を識別できることを指摘し，内視鏡面

一306一



11

萎縮移行帯（後に内視鏡的萎縮境界）と命名し

た11）12）29）30）．この内視鏡的萎縮境界は，たんに粘

膜萎縮の有無の境界というだけでなく，幽門粘膜

と胃底腺粘膜の腺の境界であることを指摘してい

る．またこの萎縮境界は，その内視鏡的，生検学

的パターンに基づいて6型のatrophlc patternに

分類されている14）25）．

 以上のように内視鏡的萎縮境界の認識は，慢性

胃炎の内視鏡診断上新しく大きな意義をもつて登

場した．この内視鏡的萎縮境界発見にまつわるエ

ピソードは，竹本の著書“胃と腸内視鏡検査のポ

イン1・”に記載されているが，当時の内視鏡学者

の慢性胃炎に対する情熱の大きさがよくうかがわ

れる26）．

 一方，奥田らは，内視鏡的Congo－red法によ

り胃粘膜機能（塩酸分泌能）の観察をおこなっ

た17）．Congo－red法とは，正常な塩酸分泌能をも

つ胃底腺粘膜では，撒布されたCongo－redが黒変

し，これにより正常の塩酸分泌領域とそうでない

領域を内視鏡的にとらえる方法である．また幽門

側にみられるCongo－redの変色境界は，肉眼的に

内視鏡で確認できる萎縮境界とほぼ一致するとい

われている．なお竜田27），鈴木ら28）は，Congo・red

法を併用し胃噴門側の変色パターンを内視鏡的に

観察をおこない，鈴木は噴門部変色境界を4型に

分類している28）．このような新しい補助診断法を

用いて，胃全体の萎縮性変化を内視鏡的に観察す

ることが可能になった．

  m 胃びらんに関するアプローチの現況

 胃びらんは，胃炎，胃潰瘍，胃癌などと重要な

結びつきがあることは，従来より示唆されてい

る31）．内視鏡の分野においては，胃びらんの内視

鏡診断は，他疾患のそれとくらべてまだ系統的か

つ詳細な検討が十分に加えられているとはいえな

いようである．しかしながら，最近のめざましい

内視鏡検査法の進歩により，微細病変の観察も可

能になり，さらに緊急内視鏡検査法の普及によ

り，出1血びらんなども内視鏡的により早期の形態

を容易に観察できるようになっている．また胃び

らんの内視鏡的拡大観察，色素法，実体顕微鏡観

          びらん（1）U1－0

          びらん（2）U1・1

uレII 薄｣藍鰹鷲膜

一盤灘欝
u1一?謦ﾙ灘讐固有
  図1 胃潰瘍の深さのシェーマ

   村上によるUl分類3η

察などの方法の導入により，びらんの微細形態の

分析もこころみられている32）～36）．

 喜びらんは，組織学的には，「粘膜層に限局す

る組織欠損」と定義されている．つまり胃壁の欠

損が粘膜筋層をこえない組織欠損の状態をいう．

村．ヒによるUl分類（図1）では，胃びらんを大

きく2つに分類している37）．

 Uレ0とは，腺頚部より上層の粘膜上皮が欠損

した浅いびらんをさす．佐野分類のneck erosion

に相当する88）．Ul－1とは，粘膜固有層までの欠

損した深いびらん，すなわち佐野分類ではdeeper

erosiOnである。臨床的にこの胃びらんを一疾患

単位として扱うか，むしろ症候群としてとらえる

かという問題も古くから論議されており，いまだ

統一された見解はなされていない．胃びらんの形

態分類は，病理組織学的，x線的，内視鏡的お

よび実体顕微鏡的立場から色々と分類されてい

る39）圏49）．しかし尊びらんの諸形態1つ1つにつ

いての用語の統一はまだなされていないのがが現

状である．

     1V 腺境界と胃びらん

 胃びらんの経過のなかには，慢性胃炎との結び

つきにおいて興味ある多くの問題がふくまれてい

る．吉井は，びらんの結果としておこる胃粘膜の

変化として，1）腸上皮化生（びらん部型腸一．L皮

一307一
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図3 “青色小陥凹”と内視鏡的萎縮境界との
 関係（65例）

表1 “青色小陥凹”と腸上皮化生との関係
 （106個）

腸．ヒ皮化生（＋）．腸上皮化生（一）

幽 門 洞
卜
2（9％） 2（2％）

三二と；12（55％）i舵（26％）

壁醗「錘1Lj・…2・・
  計  i 22   旨 84

写真1 胃体部に散在する青色小陥凹の内視鏡像

化生），2）疵状胃炎，3）隆起性病変，4）粘膜

ポリープ形成，5） 胃小窩の著しい変形，6）再

生上皮の異型化などをあげている49）．佐野は，

Palmer， Moszkowizの見解にしたが，慢性胃炎

の成り立ちは，びらんであるという立場から，慢

性胃炎は再生現象の異常によって生ずる胃粘膜の

改築現象であるとして，図2にしめすような種々

の胃炎像をあげている38）．

 写真1は，日常の胃内視鏡検査でしばしばみと

められる青色，ないしは灰緑色をおびた小陥凹で

ある．かつて竹本はこれをびらん修復像であると

報告し，“小難織斑”と仮称した50）．図3は，こ

の青色小陥凹の分布を内視鏡的萎縮境界との関係

について検討したものである51）．青色小陥凹の分

布状態は大きく3種に分類できるように考えてい

る，1は幽門洞をふくめ胃内全体に分布している

もの，Hは主として萎縮境界とその周辺に分布し

ているもの，皿は萎縮境界に関係なく胃体部およ

び背痛部に分布しているものである．概括して萎

縮性胃炎の軽度症例に多くみられ，しかも大部分

は胃底腺粘膜にみとめられる．表1は，106個の

写真2 左側は胃体部にみられた青色小陥凹，

 右側はmethylene blue撒布後の内視鏡像

そこからの生検材料の組織学的検索をもとに，こ

の病変と腸上皮化生との関係をみたものである．

106個中22個（20．7％）に腸上皮化生がみとめら

れた．このような微小な病変部における腸上皮

化生の観察は，methylene blueによる内視鏡的

色素着色法を併用すると比較的容易に診断でき
る19）20）．

 写真2の左側は，胃底腺領域にみられた青色小

陥凹で，methylene blueを撒布すると右側のよ

うに陥凹部に一致してmethylene blueの着色が

みられる．この部よりの生検組織では，胃固有腺

一308一
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図4 着色腸上皮化生分布と内視鏡的萎縮境界
 の関係（24例）

の萎縮と腸上皮化生をみとめた．

 従来より腸上皮化生の分布と萎縮性胃炎とは

密接な関係にあることはよく知られている4）5）52）～

65）．図4に腸上皮化生の分布と内視鏡的萎縮境界

の関係をしめしたが，内視鏡的萎縮境界が閉鎖型

から開放型になるにつれて腸上皮化生の分布は，

口側に拡がる傾向をみとめている．これより萎縮

境界の推移と腸上皮化生の分布がある程度平行す

ることが示唆される66）67）．

 以上のように，腸上皮化生は粘膜の萎縮部に大

部分認められる．このような従来指摘されてきた

腸上皮化生の発生の背景としての胃粘膜とはこと

なり，図3，に述べたような：胃底腺領域に散在す

る胃びらん修復燥の1部にみとめられる腸上皮化

生の場合は，萎縮のない，あるいは軽度萎縮があ

るにすぎない粘膜面，いわぽ生きの良い粘膜に腸

上皮化生が出現している．腸上皮化生のみならず

固有層の萎縮をも伴ったこの修復像のびらんの分

布状態を，従来の内視鏡的萎縮境界とその進展の

概念の中にくみ入れることもむずかしい．すなわ

ち，慢性胃炎の進展の状態は，このようなびらん

治癒像を中心として改めてとらえなおす必要があ

るように思われる．

         V おわりに

 胃びらんという1病変をとおして内視鏡的立場

より，腺境界について考察を加えたが，慢性胃炎

成立論のキーポイントとなる胃びらんに関するよ

り詳細な検討が期待されることを強調しておきた

い．

一309一
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